
 
 

令和６年度 弘前市総合教育会議 

資  料 
 

  

n 協議事項 

 「郷土を愛する心を醸成するためには～地域の特色ある文化財の活用～」 

 
当市は弘前城をはじめ、多くの文化財を有する東北屈指の文化都市です。 
文化財には、国や県、市が指定した文化財だけではなく、広い意味で地域の歴史や文化、風習、

祭り、伝統的な遊びや工芸なども含まれ、地域の特色を形成しています。しかし、子どもたちにと
っては身近すぎて当たり前になっており、大人を含めその魅力に気づいていない人が多く、学校に
おいても活用状況に差がある現状にあります。 

郷土を大切にし、将来の弘前を支え創る人材の育成を目指すためには、地域の歴史や文化等を理
解し、主体性や探究心を持って学ぶことが大切になります。次世代を担う小・中学生に地域の特色
ある文化財を題材とする学びを通して、その魅力や価値に気付かせ、まずは興味の入り口に立って
もらうきっかけづくりのために、教育委員会としてできる取組について協議します。 

 
 

《課題》 

・どこの地域にも歴史・文化・風習等はあるものの、魅力や価値あるものとしての認識が不足して
いる。 

・市の事業を活用する学校が固定化しており、新規参加校が増えない。 

・子どもたちの興味や関心を引き出すための工夫した取組が必要な学校もある。 
 

《協議の視点》 

 ①地域の特色ある文化財の活用 
 ②市事業を活用する学校の固定化からの脱却 
 
 
 
 

 日時：令和７年１月３０日（木）  
午後３時００分から     

場所：岩木庁舎２階 多目的ホール



 
《小中学生を対象としたこれまでの取組》  

 ※表中、太字については別添資料参照。 
 

以  上 

事業等 実施年度 事業概要

文化財マップ事業
（文化財課）

H24～R3 小学校学区内の文化財を紹介するマップを作製。延２５校参加

堀越城跡
（文化財課）

H26～ 堀越小学校体験学習（出前講座、城内見学ツアー）

H26～ 大森勝山じょうもん祭り（裾野小・中学校はよさこいで参加）

H27～
ちびっこ縄文講座（H30～裾野小５・6年の出前講座に変更）
（市職員による解説、現地見学、土器づくり、隔年で地域の文化財見学を実施）

史跡見学会
（文化財課）

R４～
小学校対象。バスを借上げし大森勝山遺跡、弘前城跡、堀越城跡のいずれかを見学。
年約２０校参加

「郷土の魅力再発見！弘前の文化財」（低学年向けにクイズ形式）

「北海道・北東北の縄文遺跡群」

伝統文化学習講座
（中央公民館岩木館）

H７～
岩木地区の小・中学校（岩木小・津軽中・常盤野小中）に地域の講師を派遣し、郷土
の伝統工芸や伝統芸能等の体験学習を行う。
（登山囃子、津軽三味線、ねぷた絵、こぎん刺し、あけびづる細工、郷土料理）

ひろさき卍学事業
（学校指導課）

H３０～

「弘前が大好きで、夢に向かってチャレンジする子」の育成を目指し、郷土「弘前」
の歴史や文化を学習できるよう補助資料の冊子を作成（毎年新小学校３年生に配
布）、クイズ「チャレンジ卍」の実施

未来をつくる
子ども育成事業
（学校指導課）

R２～
社会の変化に主体的に対応する「生きる力」を身に付けた子どもの育成に向け、各校
が地域の特色を生かして体験活動など行うための経費を支援するもの。
（ねぷた、獅子舞、りんご等）

３館連携
学校観覧事業
（博物館）

R２～
小・中学校対象。博物館、高岡の森歴史館、れんが倉庫美術館（R4より追加）を巡る
際、市所有バス等を手配し、、学校の費用負担を無料とする事業。
年平均４校参加

大森勝山遺跡
（文化財課）

出前講座
（文化財課）

ー
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事 業 内 容 ： 市 内 の 児 童 を 対 象 に、 地 元 学 区 にあ る 文 化 財 や 遺 跡 を 、実 際 に 見 て ・聞 い て・
触 れることで価 値 を知 ってもらい、地 域 の歴 史 と文 化 に愛 着 を持 ってもらうことを目 的
とし、その成 果 として作 成 した文 化 財 マップ・壁 新 聞 を作 成 してもらうものです。  

平 成 ２４年 度 から令 和 ３年 度 の事 業 実 施 期 間 中 、延 べ２５校 が参 加 しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度　西小学校（児童２７人が 1 人１枚ずつ作成したものを抜粋）

令和３年度　大和沢小学校（一部抜粋）
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出前講座とは：市民の皆さんが気になっている市の制度や取り組みなど、市政の情報を積極的に提供して

市政へのご理解をいただくとともに、市政についてともに考え、参加していただくことを目的とし
ています。市民の皆さんが自主的に開催する学習会などに、市の職員を派遣する制度です。 

       「郷土の魅力再発見！弘前の文化財」講座では小学校低学年向けにクイズ形式で地
域の文化財を紹介しています。 
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事業内容：社会の変化に主体的に対応する「生きる力」を身に付けた子どもの育成に向け、各
校が地域の特色を生かして体験活動などを行うための経費を支援するものです。 

 
n 取組事例①  
 
 

 
 
 
n 取組事例②  
 
 

 
 

裾野中学校：地域を思う人づくり事業

北小学校：弘前の良さを探して発信！1人1台端末を活用したひろさき卍学史跡見学を通して
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n ねぷたの取組事例（Ｒ５：８校、Ｒ６（計画）：11 校で実施） 
 

                                                                      
 
 
 
 
                                                                                

第三大成小学校：郷土弘前に関する地域の資源を活用した資質・能力の育成


